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【対象・方法】小児期に腎生検にて FSGS と診断され、LBW であった８症例（LBW-FSGS）と、
FSGS と診断され正常出生体重（NBW）であった 10 例（NBW-FSGS）を抽出した。さらに、微
小変化型（MCNS）と診断された症例において、LBW 例におよび年齢を一致させ NBW であった
8 症例(NBW-MCNS)を抽出し、糸球体密度を含む臨床組織学的所見を比較検討した。	 
【結果】平均出生時体重は LBW-FSGS 群は 944±537g、NBW-FSGS 群 3133±323g、NBW-MCNS
群 3166±393g であった。糸球体数と関連するとされる年齢、BMI、血圧は腎生検時 3 群間
で有意差を認めなかった。組織学的には LBE-FSGS 群は他の 2 群と比較して GD は有意に低
値であり、糸球体容積は有意に高値であった。各症例の GD が NBW-MCNS 群では 1.8-7.1/mm2
の範囲で分布するのに対し、LBW-FSGS 群では 0.2-2.1/mm2と低値かつ狭い範囲に偏在してい
た。	 
【結論】LBW 群の腎生検では顕著な低糸球体密度と糸球体腫大が認められた。低体重で出生
した小児では低ネフロン数を反映した特有の腎生検所見を呈している可能性が考えられた。	 
	 
